





機能・意味などが近年明らかになってきている（Hoji (1987, 1990), Hasegawa 
(1997), Hiraiwa and Ishihara (2002), 森川（2009, 2011b）などを参照）。森川


















































 ［NP  …  ［の］］ は　NPダ
（３） C分裂文：
 a. 基底： ［ForceP  … XP … の］ ダ　（「の」ダ構文）
 b. 焦点要素移動： ［ForceP  ［FocP  XP ［CMP  … の］］］ ダ










































（６） a.  ［CMP2 ［CMP1花子が買ったの］ は この本を  *（かもしれない）の］
です。
 （森川 2011: 47）
 b.  ［CMP2 ［CMP1花子がこの本を買ったの］ *（かもしれない）の］ で
す。














































































































（１２） a.  ［花子がそういう理由からその本を買うかもしれないの］ で
す。Cf. (6a)
 b. ［太郎が午後の会議に出席しなければならないの］ です。
 c. ［次郎が今この問題に取り組んだほうがいいの］ です。
 d. ［ジョンが必ずメリーと会うに違いないの］ です。
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（１２a-d）から、（１３a-d）のC分裂文が派生する。
（１３） a.  ［花子がその本を買うかもしれないの］は そういう理由から 
です。
 b. ［太郎が出席しなければならないの］ は 午後の会議に です。
 c. ［次郎が今取り組んだほうがいいの］ は この問題に です。


















（１５） a. ［太郎（｛だけ／のみ｝）が宝の在り処を知っているの］ ダ。
 b. ［学生（ばかり）が広場に集まったの］ ダ。
（１６） a. ［太郎（｛だけ／のみ｝）が知っているの］ は 宝の在り処を ダ。













































（２１） a. ［太郎（だけ）が明日東京に行くかもしれないの］ ダ。
 b. ［太郎（だけ）が明日行くかもしれないの］ は 東京に ダ。





















部に基底で時制辞、あるいは命題の心理的認識（“psychological realization of 



















（２５） a. *［太郎が行ったの］ は その公園に ダさ。















（２７） *［太郎が例の本を買ったの］ は この店で ダかもしれない。
　第５点目の疑問は、次の文が中立の抑揚で発話された場合、その文法性
の対比が見られることにある。
（２８） a. ［昨日太郎が町で花子に出会ったの］ φ。
 b. *［昨日太郎が町で出会ったの］ は 花子に φ。











（２９）  ［TopP ［FinP 花子が買ったの］ は ［FINP ［ModsP ［FocPこの本を］ ナ］ 
の］］です。




































　　（ii） a. ［ModSHP ［TopP ［IP ［SC ［NP ジョンが買ったの］ は ［NP 古本］ ］ ［I φ］］］］ 
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